
家庭科学習指導案 

題材名「生活を支える物やお金」〔学指要領：Ｃ(1)〕 

令和〇年〇〇月〇〇日（〇） 第○校時 家庭科室    

〇〇立〇〇小学校 〇年〇組 〇名 指導者 〇〇 〇〇 

Ⅰ 題材の構想 

１ 題材の目標及び児童の実態 

 目 標 児童の実態 
知識及び技能 ・買物の仕組みや消費者の役割、物や金

銭の大切さと計画的な使い方、身近な
物の選び方、買い方を理解するととも
に、購入するために必要な情報の収
集・整理が適切にできる。 

・消費生活・環境についての学習には初め
て取り組むため、これらに関する基礎
的・基本的な知識及び技能を身に付けら
れるようにする必要がある。 

思考力、判断力、 
表現力等 

・身近な物の選び方、買い方について問
題を見いだして課題を設定し、様々な
解決方法を考え、実践を評価・改善
し、考えたことを表現するなどして課
題を解決する力を身に付ける。 

・話合いを通して生活の中から問題を見い
だして課題を設定することはできるが、
解決に向けて実践した結果を振り返って
改善点を考えたり、それを次に生かした
りすることは十分にできてはいない。 

学びに向かう力、 
人間性等 

・家族の一員として、生活をよりよくし
ようと、物や金銭の使い方と買物につ
いて、課題の解決に向けて主体的に取
り組んだり、振り返って改善したりし
て、生活を工夫し、実践しようとす
る。 

・これまでの学習を通して身に付けた資
質・能力を生かして家庭での実践をした
り、製作したものを家族に贈って共に使
ったりして、家族とのつながりを深める
喜びや楽しさを感じている児童が多い。 

 

２ 評価規準 

知識・技能 ①買物の仕組みや消費者の役割が分かり、物や金銭の大切さと計画的な使い方について
理解している。 

②身近な物の選び方、買い方を理解しているとともに、購入するために必要な情報の収
集・整理が適切にできる。 

思考・判断・表現 ①身近な物の選び方、買い方について問題を見いだして課題を設定している。 
②身近な物の選び方、買い方について考え、工夫している。 
③身近な物の選び方、買い方について、実践を評価したり改善したりしている。 
④身近な物の選び方、買い方についての課題解決に向けた一連の活動について、考えた
ことを分かりやすく表現している。 

主体的に学習に 
取り組む態度 

①物や金銭の使い方と買物について、課題の解決に向けて主体的に取り組もうとしてい
る。 

②物や金銭の使い方と買物について、課題解決に向けた一連の活動を振り返って改善し
ようとしている。 

③物や金銭の使い方と買物について工夫し、実践しようとしている。 

 

３ 指導及び評価の計画 ※別紙参照 

 

４ 題材の価値 

本題材では、現金による店頭での購入場面を想定し、自分や家族に身近な物をよく吟味して選ぶ模擬購入の

活動を２回設定する。児童にとって経験のある、現金による店頭での買物場面を扱うことで、買う人（消費者）

の申し出と売る人の承諾によって日常行っている買物が、売買契約であることを体験的に理解することができ

る。１回目は、自分が使うペンケースを購入する場面を設定する。ペンケースは、全員が毎日使う物であるこ

とから、実際の生活場面での活用を想定した物の選び方や買い方を考えることができる。２回目は、家族が使

うトイレットペーパーを購入する場面を設定することで、自分だけでなく家族の生活とも結び付けて考えよう

とする意欲を高めることができる。さらに、トイレットペーパーは再生不能であるため、環境の視点からも身

近な物の選び方や買い方を考えることができる。購入する商品を変えて摸擬購入を２回行い、身近な物の選び

方や買い方を考えることや、情報を収集・整理することを繰り返すことで、これらに関わる知識や技能を身に

付けられるとともに、１回目の摸擬購入した結果を振り返って改善点を考えたり、それを次の摸擬購入に生か

したりすることができる。そして、消費者としての自覚を持ち、日常生活で適切な消費行動をとる力を高める

ことにつながる。 



 

Ⅱ 本時の学習（１／５） 

１ ねらい 物や金銭の使い方、物の選び方、買い方について疑問点や調べたいことを話し合うことを通して、 

学習課題をつかみ、解決するための学習計画を立てることができる。  

２ 展 開                                

 

主な学習活動 

予想される児童の意識〔Ｓ〕 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 本時のめあてをつかむ。（５分） 

 

 

 

Ｓ：新しい学習に入るときは、いつも学習課題と学習

計画を立てるから、今日もみんなで話し合って決

めよう。 

〇家庭科の問題解決的な過程を意識して学習に取り

組めるように、題材の導入である１時間目に行う

活動と本時のゴールを問いかける。 

〇問題を見いだして課題を設定し、解決に向けた学

習計画を立てるという目的意識を持つことができ

るように、事前に行った消費生活に関するアンケ

ートの集計結果を提示する。 

２ アンケートの結果をもとに、物や金銭の使い方、

物の選び方、買い方について話し合い、問題を見い

だす。（20分） 

Ｓ：自分たちのアンケート結果を見ると、「買ってしま

ってから家に同じ物があることに気付いた」や、「お

店で見たときは欲しいと思って買ったけど、その後

はほとんど使っていない」という失敗を答えている

人が、自分のほかにもいるな。 

Ｓ：家の人のアンケート結果にある「買った物が別の

お店でもっと安く売っていた」というのはありが

ちだから、防ぐにはどうするといいかな。 

〇自分たちの物や金銭の使い方の特徴を客観的に捉

えられるように、保護者にも児童の物や金銭の使

い方を尋ねるアンケートを実施し、集計結果を用

意しておく。 

〇物や金銭の使い方、物の選び方、買い方について

問題を見いだすことができるように、今の自分に

できること、まだできないこと、できるようにな

りたいことなどを視点に、事前アンケートの結果

を見て気付いたことや普段の物や金銭の使い方を

伝え合うよう助言する。         

３ 見いだした問題を基に課題を設定し、課題を解決

するための学習計画を立てる。（15分） 

Ｓ：友達が言うように、買物に失敗するとお金も物も

無駄にしてしまうから、失敗しない買い方をでき

るようにしたいな。 

 

 

 

 

Ｓ：これまでの製作や調理の学習では、練習→本番→

家庭実践→振り返りの順で学習してきたから、同

じように考えればいいのではないかな。 

〇見いだした問題を共有し、自分たちが追究してい

く課題を検討できるように、児童の意見を整理し

て板書する。 

〇自分たちが立てた課題を解決するための学習計画

を決めることができるように、これまでの学習で

課題を解決してきた経験や具体的に行ってきた活

動を想起するよう促す。 

４ 本時の学習の振り返りをする。（５分） 

Ｓ：自分が使う物と家族が使う物で買い物のシミュレ

ーションを２回することにして、１回目を練習、

２回目を本番とするという友達の考えを聞いて、

確かにそれがいいと思った。 

〇家庭科の学び方が身に付いていることを実感でき

るように、生活の中から問題を見いだして課題を

設定することができたことや、課題を解決するた

めの学習計画を自分たちで決めることができたこ

とを称賛する。 

＜めあて＞ 

アンケートの結果をもとに話し合って課題を設定

し、解決するための学習計画を立てよう。自分の成

長の振り返りや地域の思いを基に、中学生と幼児の

関わりを考え、課題を立てよう。 

＜振り返り＞ 

Ｓ：今日の授業では、これまでよりも、練習と本番の学習内容を考えるのが難しかったな。それでも、みん

なと話し合うことで、学習課題と課題を解決するための学習計画を自分たちで決めることができた。物

やお金だけでなく、時間も無駄にしないような買い方ができるように、これからも友達と一緒に考えて

いきたい。 

出を友達と話したら、自分が意識していなかった人たちにも支えられて成長してきたことに気付くことが

できた。これから自分たち中学生も、支える側になって地域の幼児と関わっていくには、もっと幼児

のことを知らないといけない。次回は、幼児と関わるために知らなければいけないことをみんなで話

し合って、課題を解決するための学習計画を決めていきたい。 

◆評価項目（思❶） 

学習プリントの記述内容や発言から、「身近な物

の選び方、買い方について問題を見いだして課題

を設定し、解決するための学習計画を立てている

か」を評価する。 

ジャムボードや学習プリントの記述内容、発言

から、「幼児との関わり方について問題を見いだし

て課題を設定しているか」を評価する。 

＜課題＞ 

自分や家族が使う物やお金を無駄にせず使うため

には、どのように買物をしたらよいだろうか。 

ジャムボードや学習プリントの記述内容、発言か

ら、「幼児との関わり方について問題を見いだして課

題を設定しているか」を評価する。 



 

（別紙） 

３ 指導及び評価の計画（全５時間：本時第１時）       ※指導に生かす評価○、評定に用いる評価● 

 

時 学習活動 知 思 態 

 

１ 

・物や金銭の使い方、物の選び方、買い方について疑問点や調べたいことを話し合って課

題をつかみ、解決するための学習計画を立てる。 

 

 

 ❶  

２ ・買物をするときに大切なことを話し合い、買物の仕方を考える。 ❶ ❷ 

 

❸ 

❹ 

 

 

 

 

❶ 

❷ 

 

❸ 

3 ・自分が使うペンケースの摸擬購入をする。 ② 

4 ・家族が使うトイレットペーパーの摸擬購入をする。 ❷ 

 

家

庭 

・物や金銭の使い方、物の選び方、買い方について、意識していることや気を付けている

ことを家族にインタビューする。 

・自分や家族が購入したい物について必要な情報を収集・整理したり、それを基に実際に

購入したりする。 

 

５ ・家族にインタビューした内容や感想、実際に購入したこと等について話し合い、題材全

体の振り返りをする。 

 

題材の課題 自分や家族が使う物やお金を無駄にせず使うためには、どのように 
買物をしたらよいだろうか。 


